
 

第２回 高２英語 
 

総 評 

 今回の試験では，リスニング，語句整序，和文英

訳，自由英作文，長文読解といった多様な出題によ

り，受験者の総合的な英語力を測ることを目的とし

ている。今回の結果を見て，自分の得意な分野と苦

手な分野を把握し，的を絞った学習計画を立てられ

るようにしたい。 

 また，総得点だけでなく，大問ごとの出来や，誤

答の内容も把握してほしい。特に作文問題や，長文

問題中の記述形式の問題などは，一朝一夕に得意に

なる分野ではないが，大学入試に向けて必ず実力を

つけなければならない部分である。模範解答と解説

をよく読み，自分の答案に足りなかった部分や工夫

できる点を見つけるようにしよう。 

 

問題別講評・採点基準 

１ リスニング 

 リスニングでは必ず放送前に設問に目を通し，メ

モを取りながら音声を聞くようにしよう。 

問題Ａ 

（１）誤答としてはbとdが多かったが，創立され

たのと校舎が建てられた時期がずれていることに注

意して聞き取りたい。（４）誤答では b が多い。メ

アリーは a play and a rock band と言っているが，

ケンジの最後の発言ではバンドの演奏が先にあるこ

とがわかる。複数箇所の情報を組み合わせて判断し

よう。 

問題Ｂ 

Part 1 （１）～（３）は比較的よくできている。

（４）質問文にはHow did Kenji feel …?とあるが，

模範解答のように miss を使って答えられた解答は

少数だった。また，when he came back to hot and 

humid Japan とあるので，読み上げ文でもこの表

現が使われた前後に注目したい。読み上げ文の最後

に「またカナダに行きたい」とあり，この部分を含

めた解答が散見されたが，ここでは質問文をふまえ

て，気候を中心に答えることに注意しよう。 

Part 2 スペルミスの減点は各－１点であるが，そ

の他の単語の抜けや単語の誤りは配点分の減点とし

た。（ア）では harderという比較級にできなかった

もの，harderに引かれて fromでなく thanと書い

てしまったものなどが見られた。（イ）では

backgroundsを2語に分けてしまったものが意外に

も多く見られた。また，前置詞 from は弱く発音さ

れることに注意しよう。苦し紛れにwhoとしている

答案もあった。ディクテーションでは一般的に a， 

of ，the のように弱く発音される単語を聞き逃さな

いことに加えて，自分の解答が文法や語彙の知識に

照らして誤りがないか確認することに注意したい。 

 

２ 語句整序・和文英訳 

問題Ａ 語句整序 

 英文中の整序問題で日本語も与えられていない。

前後の文脈に合わせて，与えられた語句から文を作

り上げることができるかどうかを見た。 

（１）（２）は比較的よくできている。（３）2 つの

動詞を逆にしたウ→オ→エ→カ→ア→イだと 

‘Marmalade’ means ‘marmelo’，which drives from

（quince in ～）となるが，これでは「『マーマレー

ド』というジャムそのものが『カリン』という果物

を意味する」ということになり，直前の文の「マー

マレードはカリンから作られたジャムを意味するも

のだった」と矛盾してしまう。（４）冠詞 the が付

くのは amateur marmalade makersではなく，「コ

ンテストの出場者」という意味で限定される

competitorsの方である。 

問題Ｂ 和文英訳  

「スマートフォンを利用した旅行」というテーマ

での出題。減点された部分を必ず見直し，同じ間違

いを繰り返さないようにしよう。 

ⓐ「どんな情報でも与えてくれるスマートフォン」

は，解説にあるように，制限用法の関係代名詞で書

くと，そうでないスマートフォンもあるような印象

を与えるので，コンマを打って非制限用法にするこ

とがポイント。「～にとって代わる」は replace ～

や take the place of ～を知らないと苦しい。また

take placeでは「物事が起きる」の意味の，別の熟

語になるので区別して覚えよう。「～の代わりに…が

情報を与えてくれる」と読み換えてもよい。 

ⓑ「できるだけ多くの～」では ‘as形容詞＋名詞 

as’ の語順の間違いが散見された。×visit many 

popular places  as many as possibleなどとしない

よう注意しよう。 

ⓒ「解答」のようにyou can enjoy ～ の形で表せ



ていた解答も少し見られたが，ほとんどが「旅の醍

醐味」を主語にして表していた。「事がうまく運ばな

い」は「計画したように物事を行えない」のように

読み換えたものの，英語として不自然な表現が目立

った。日本語の字面にとらわれず，訳しやすい日本

語に直してから英訳する姿勢を保ちつつ，基本語を

用いて簡潔に表現できるようにしたい。 

 

３ 自由英作文 

 文法・語彙点と内容・構成点の2つの観点に分け

て採点した。指定語数に対する不足・超過について

は，5点の減点。ただし，指定語数の下限の半分（25

語）未満のものについては，文法・語彙点を与えて

いない。 

○文法・語彙点           ……10点 

誤りの数に応じて，10 点，8 点，6 点，4 点，2

点，0点のいずれかの点数をつけている。 

○内容・構成点           ……10点 

内容に応じて，10点，7点，4点，0点のいずれ

かの点数をつけている。以下のような答案は内容・

構成点の減点対象となる。 

・賛成・反対の理由の説得力が欠けるもの 

・賛成・反対の論旨に一貫性がないもの 

賛成意見としては「勉強時間の確保」「休息や自

由な時間に充てるべき」，反対意見としては「まとま

った練習時間の確保」といったように具体的に根拠

を示している答案が多かった。同じ内容を繰り返す

だけでは主張の説得性に欠けてしまうため，理由は

異なる観点から複数挙げると指定語数を満たすのに

書きやすかっただろう。 

 

４ 長文読解 

 ジョン・ロールズというアメリカの哲学者が書い

た書籍を中心に，経済学の初歩的な理論について解

説した文章。内容的にはやや抽象的な部分もあるが，

人間は現在の自分が置かれた状況をもとに物事を考

えがちである，というところは具体例を挙げて述べ

ているので，イメージをつかめたのではないか。 

（１）倒置構文になっているのでそれを生かして

「中心にあったのは…だった」のように訳したいが，

この倒置は，強調のためとも文のバランスを整える

ためのものとも考えられるので，通常の訳順にした

ものも許容した。state は前の部分から「状況」で

はなく「国家」と訳す。「発言；記述」という訳が見

られたが，この意味を表すのは statementである。 

（２）誤答ではdを選んだ答案が多かった。これは

一般的な考え方から選んだのかもしれないが，本文

の記述にはなく，ロールズの主張とも異なる。 

（５）誤答では b が目立つが，「必ず」などの断定

的な内容を含む選択肢は，本当にそう言えるのか注

意深く本文を確認するようにしよう。 

（６）d を挙げられた受験生は少なかった。誤答で

は cと fが目立つ。もっともらしい内容でも，本文

の論理展開との整合性を確かめることが大切。 

 

５ 長文読解 

 ペットとしての猫の魅力・特微について述べた文

章。全訳も参照しながら全体の内容を再確認してお

くとよい。 

（１）空所ⓓについて，yet は現在完了の否定文な

どで副詞として使われるのを目にすることが多いの

で，接続詞としての意味を推測しにくかったようだ。 

（２）as if …を「たとえ…としても」と訳したもの

など，この表現が仮定法だとつかめていなかった解

答が散見された。続くＳＶが省略されている点にも

注意したい。 

（３） whileを「…する間は」と訳した解答が多く，

it cannot possibly be sufficient 以下は it を to 以

下を受ける仮主語と捉えたものや， sufficientの訳

出が不十分な解答が見られた。 

（4）この段落の第 1 文をまとめに含めてもかまわ

ないが，その部分のみに終始したものは不可とした。 

 

 


